
 

共に生きる子 
 

副校長  鈴木 淳 

「学校の到着が、大幅に遅れます。」10月の初めのことです。４年生から午前中の社会科見学から

帰ってくるのが、交通事情等で遅くなるという連絡が入りました。４年生が学校に到着してから、給

食を配膳していたら、とても間に合いそうにありません。職員室にいる大人で、子供たちの分の配膳

をしようとも考えたのですが、６年生の教室に行き、担任の先生にその事情を話してみました。話し

ているのを６年生の子供たちが聞き付け、「私たちが、４年生の配膳してあげるよ。ぜひやらせてほ

しいです！」と次から次へと申し出てくれたのです。４時間目の授業が終わり、もちろん６年生の自

分たちの配膳作業もある中、担任の先生の計らいで、精鋭の６年生数名が４年生の教室にやってきて

くれました。後で聞くと、４年生の配膳をしてくれようと希望する６年生が多く、担任も驚いたとの

ことでした。配膳台の設置、食缶の運搬、そして、一人一人の机の上に手際よく配膳を行っていまし

た。その様子は、決してやらされてやっているのではなく、自分のもっている力を惜しげもなく、４

年生のために使うこと、そのことを喜んでしてくれているように見えました。あっという間に、全員

の机の上に配膳が終わり、自分たちの教室に帰っていきました。間もなく４年生が教室に入ってきま

した。「あれ？配膳してあるじゃん。副校長先生やってくれたの？」と聞いてきます。「いやいや、

これはね、６年生がやってくれたんだよ。」と配膳している6年生の写真を見せながら教えてあげると、

４年生からは、「６年生、ありがとう！」「６年生、神だよ！」など、猛烈に感謝の歓声が次々に上

がりました。給食後、４年生の担任の計らいで、４年生の代表の子供が６年生の教室にお礼を言いに

行ったのだそうです。お礼を言った4年生に対し、逆に６年生から大きな拍手喝さいが起きたそうです。

６年生の心の広さ、頼りがい、そして貫禄、そして心の余裕などを４年生は、感じたのではないで

しょうか。きっと、４年生は、高学年になったとき、同じような場面で、このことを思い出し、いい

意味で大人の予想を超えるドラマを創り出してくれるような予感がしました。  

後日、5年生が稲刈りに行ったときのことです。4時間目に4年生の子供たちから、「5年生、給食

間に合うかな？もう帰ってくるかなあ？」と声が上がっていたと担任の先生から聞きました。実際は、

5年生は給食に間に合っていましたが、4年生からの声は、「今度は自分たちが給食の配膳をしてやろ

う！」という意気込みでした。 

振り返ってみますと、4年生が遅れたとき、大人が頑張って配膳することもできたのですが、子供た

ちに任せた結果、子供たちの「自分の置かれている状況を受け止めて、自分の役割を果たしつつ他者

と協力すること」という面を引き出すことができましたし、それが、学年を超えて広がりました。こ

のことは、大人だけがどんなに上手に説明しても、教えようとしても、教えきれるものではありませ

ん。「子供自身に考えさせること」「子供が自分でやろうとすれば十分できることを、大人が安易に

やってあげてしまわないこと」の大切さを感じました。学校も保護者の皆

様も、人間関係形成力の育成について、手を出しすぎずに子供に任せるこ

とは任せて、他者と関わることで、失敗も経験するかもしれないですが、

自分で解決する力が付くように、子供たちを支えていきたいですね。 
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生活目標：「ろうかは静かに歩こう」 「あたたかい言葉をつかおう」 
 
 1日(水) 安全指導 ふれあい月間始  

委員会活動 

3日(金) 文化の日 

8日(水) 特別時程・４時間授業（全）  

9日(木) ４時間授業・校内研究授業（さくら）  

16日(木) 学芸会前日リハーサル、学校評議員会 

17日(金) 学芸会（児童鑑賞日） 

18日(土) 学芸会（保護者鑑賞日） 

20日(月) 振替休業日 

21日(火) パワーアップタイム始（～１２/８） 

 

22日(水）矢川探検(４年) ５時間授業（３～６年） 

     原爆戦争体験伝承講話(６年) 

23日(木) 勤労感謝の日 

24日(金）避難訓練(昼休み) ５時間授業 

27日(月) 出張授業：食育ビンゴ（３年） 

28日(火) 保護者会(１・２・３年) 

     モジュールなし５時間授業（１～３年） 

29日(水) クラブ活動 

保護者会(さ・４・５・６年) 

30日(水) 出張授業：しょうゆ塾（３年） 

 生活科の町たんけんの学習は、地域へ愛着をもち、お店や施設のくふうを発

見することをねらいとしています。事前にお店を全員で訪れ、お店について知

っていることを挙げたり、詳しく知りたいことを質問にしたりして準備をしま

した。そして、１０月２４日（火）に、４人グループに分かれて８つのお店を

調べ学習しました。お店は、今年度、育成会の方に仲介していただきました。

お店でのグループ学習は、保護者の方や育成会の方に付き添っていただきまし

た。お店の方には丁寧に対応していただきました。ご協力ありがとうございま

す。学校・家庭・地域が連携することで、子供たちの学びが深まっています。

発見したことは、カードに絵と文でまとめたり、その後、お店毎に３択クイズ

を作りみんなで交流したりすることで、学びをさらに深める予定です。 

１０月１０日（火）と１１日（水）に、特別支援学級の合同宿泊学習

が行われました。国立市内の４つの小学校の特別支援学級（一小杉の子

学級、三小ひまわり学級、五小つくし学級、八小さくら学級）が合同で、

埼玉県飯能市の名栗げんきプラザで１泊２日の宿泊生活を体験しまし

た。当日は天気にも恵まれ、屋外でたくさんの活動ができました。羽村

市動物公園では動物を観察したり、モルモットと触れ合ったりしました。

名栗げんきプラザでは、宿舎内のプラネタリウムを見たり、自然の中を

散策して鳥の声や川のせせらぎの音を感じたりしました。みんなそれぞ

れのめあてをもち、配膳の仕方や入浴マナーなど事前に学習したことを

実践することもできました。また、４校での交流会では、他校の友達と

クイズやゲームなどを通して親交を深めることができ、思い出に残る２

日間になりました。 

 

１１月の行事予定 

 １０月２０日（金）に、１・２年生で多摩動物公園に遠足に行ってきました。

アジア園やオーストラリア館のあたりを１・２年生が混ざったなかよし班で、

動物クイズを解きながらオリエンテーションをしました。先生方は、アジア園

やオーストラリア館から通り抜けられないように各場所に立ち、クイズの答え

が合っていたら多摩動物公園から借りた特別スタンプを押しました。１・２年

生は、よく動物を観察しながら、クイズを解いていました。翌日の絵日記の文

には、「レッサーパンダのお腹の色が茶色だと思っていたけれど、黒でびっく

りした。」「ユキヒョウがこちらを見ていて怖かった。」「１・２年生だけで、多

摩動物公園に行くことはなかなかないので、嬉しかった。」「１年生が迷子にな

らないように後ろを見るようにした。」「楽しかったので、今度は家族と行って

みたい。」と振り返っていました。 


